
は
じ
め
に

　

本
稿
の
課
題
は
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
四
月
に
京
都
町

奉
行
所
か
ら
公
認
さ
れ
、
明
和
七
年
（
一
七
六
五
）
七
月
に
解
散

さ
せ
ら
れ
た
京
紅
花
問
屋
組
合
十
四
軒
が
京
都
に
お
け
る
紅
花
市

場
の
流
通
を
独
占
し
て
い
た
時
期
に
、
村
山
郡
の
紅
花
荷
主
は
遠

隔
地
取
引
と
い
う
制
限
下
に
お
い
て
、
如
何
な
る
経
営
形
態
の
も

と
に
集
荷
し
、
さ
ら
に
京
都
紅
花
問
屋
と
ど
の
よ
う
に
取
引
を

行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
紅
花
流
通
史

の
研
究
は
、
今
田
信
一
氏
・
沢
田
章
氏
の
基
礎
的
な
業
績（

（
（

、
そ
の

後
は
伊
豆
田
忠
悦
氏
・
鈴
木
高
弘
氏
の
在
方
（
大
蕨
村
稲
村
家
）

と
河
岸
（
大
石
田
河
岸
二
藤
部
家
）
の
商
人
を
対
象
と
し
た
紅
花

荷
主
の
経
営
構
造
や
農
村
商
人
の
成
長
、
特
に
集
荷
の
在
り
方
、

仲
買
人
の
性
格
と
い
う
点
に
関
心
を
向
け
た
代
表
的
研
究
が
あ
る（

（
（

。

近
年
は
近
世
後
期
に
お
け
る
大
規
模
集
荷
の
紅
花
荷
主
・ 

商
人

の
研
究
に
著
し
い
成
果
が
み
ら
れ
る
。
横
山
昭
男
氏
の
山
形
城
下

町
商
人
佐
藤
利
兵
衛
家
の
紅
花
出
荷
に
関
す
る
研
究（

（
（

、
岩
田
浩
太

郎
氏
の
谷
地
郷
の
豪
農
堀
米
家
の
集
荷
・
出
荷
の
特
質
お
よ
び
山

形
城
下
町
の
豪
商
長
谷
川
吉
郎
治
家
の
集
荷
・
出
荷
の
特
質
に
関

す
る
研
究
が
精
緻
に
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
が
取
り
上

げ
た
荷
主
商
人
の
経
営
形
態
の
共
通
す
る
指
摘
点
の
一
つ
は
、
い

わ
ゆ
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」、
紅
花
出
荷
と
売
付
代
金
に
よ
る
上

方
商
品
の
買
い
入
れ
・
販
売
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
流
通
の
在

り
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
岩
田
氏
の
紅
花
値
段
に
関
す
る
史
料
学
的

研
究
は
、
産
地
と
遠
隔
地
中
央
市
場
と
の
関
係
を
具
体
的
に
と
ら

え
て
い
く
手
が
か
り
を
与
え
る
基
礎
的
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
を
再
検
討
す
る
視
点
を
与
え
て
く
れ
る（

（
（

。

　

先
行
研
究
を
見
直
し
て
み
る
と
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
大

き
く
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
点
は
、
後
期
の
総
合
的
な
研
究
の

進
展
に
比
し
て
、
進
ん
で
い
な
い
中
期
の
研
究
を
推
し
進
め
る
こ

近
世
中
期
に
お
け
る
紅
花
荷
主
の
経
営
構
造
と
上
方
取
引
（
一
）

―
出
羽
国
村
山
郡
山
形
城
下
町
近
郊
の
會
田
家
を
事
例
と
し
て
―

森 

谷 

圓 

人
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と
で
あ
る
。
二
点
目
は
村
山
郡
の
流
通
史
研
究
の
中
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
流
通
拠
点
山
形
城
下
町
お
よ
び
密
接
に
関
係
す
る
地

域
に
お
け
る
紅
花
流
通
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
期
の
研
究
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
享
保
二
〇
年
か
ら
の
京

都
紅
花
問
屋
の
市
場
に
お
け
る
独
占
的
状
態
に
対
し
て
谷
地
方
面

の
荷
主
の
反
対
運
動
は
見
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
山
形
城
下
町
商
人
の

反
対
運
動
は
見
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
問
題
点
の
指
摘
は
な
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
問
題
点
を
解
明
す
る
た
め
に
必
要
な
京
都
紅

花
問
屋
の
買
取
独
占
下
に
お
い
て
産
地
荷
主
が
ど
の
よ
う
な
取
引

体
制
下
に
お
か
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
さ
れ
て
い

な
い（

（
（

。
同
様
に
近
世
に
お
け
る
商
業
都
市
山
形
に
関
す
る
実
態
的

な
研
究
は
極
め
て
遅
れ
て
い
る
が
、
中
期
の
紅
花
に
関
し
て
い
え

ば
法
令
か
ら
の
紅
花
市
の
盛
衰
を
検
討
し
た
成
果
や
稲
村
家
・
二

藤
部
家
の
仲
買
人
が
山
形
城
下
に
も
存
在
し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る（

（
（

。

　

本
稿
で
は
、
近
年
全
面
的
に
文
書
が
公
開
さ
れ
た
紅
花
荷
主
會

田
家
を
通
し
て
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。
會
田
家
は
山

形
城
下
町
近
郊
東
方
で
馬
見
ケ
崎
川
扇
状
地
の
扇
頂
近
く
、
山
形

町
か
ら
仙
台
藩
南
仙
地
域
の
川
崎
・
村
田
に
通
じ
る
笹
谷
街
道
沿

い
の
下
宝
沢
村
に
位
置
し
て
い
る
。
元
禄
期
に
は
村
内
で
も
有
数

の
石
高
を
有
し
、
村
の
生
業
を
支
え
る
村
有
林
の
山
守
で
あ
っ
た
。

庄
屋
役
に
就
任
す
る
の
は
遅
く
天
明
七
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後

幕
末
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
時
期
は
、
享

保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
に
家
産
を
受
け
継
ぎ
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
に
死
去
し
た
九
代
当
主
六
郎
兵
衛
（
後
に
六
郎
右
衛
門
と

改
名
）
が
経
営
を
担
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
家
の
近
世

を
通
し
て
の
経
営
状
況
、
お
よ
び
居
村
下
宝
沢
村
の
概
要
に
つ
い

て
は
別
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
参
照
願
い
た
い（

（
（

。
使
用
す
る
史
料

は
特
に
断
ら
な
い
限
り
全
て
山
形
大
学
附
属
博
物
館
に
寄
託
・
保

管
さ
れ
て
い
る
會
田
家
文
書
で
あ
る（

（
（

。
同
文
書
に
つ
い
て
は
以
下

所
蔵
者
名
を
略
し
、
史
料
目
録
番
号
と
文
書
整
理
番
号
の
み
記
す
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
検
討
課
題
を
提
示
す
る
た
め
に
、

先
ず
検
討
対
象
の
會
田
家
が
享
保
期
か
ら
明
和
期
に
か
け
て
お
こ

な
っ
た
紅
花
の
上
方
出
荷
に
関
す
る
決
済
史
料
上
か
ら
見
た
数
量

的
把
握
を
お
こ
な
う
。
表
１
は
出
荷
年
、
数
量
、
生
産
地
に
お
け

る
紅
花
の
買
代
金
・
出
荷
に
要
し
た
諸
掛
り
を
含
め
た
総
代
金
ま

た
紅
花
問
屋
へ
の
売
付
代
金
、
さ
ら
に
荷
主
會
田
家
の
売
付
後
の

利
益
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
中
の
文
言
は
史
料
の
記
載
文

言
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。数
量
は
全
量
で
あ
れ
ば
史
料
上
の「
都

合
」「
惣
高
」、
全
体
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
「
一
部
」

と
し
た
。
最
終
利
益
は
、
筆
者
の
計
算
に
よ
る
も
の
で
な
く
會
田

家
が
史
料
上
に
「
利
」
と
し
て
記
載
し
た
数
値
を
そ
の
ま
ま
採
用

し
た
。
表
１
か
ら
は
上
方
へ
の
紅
花
出
荷
量
は
気
候
や
京
都
市
場

の
相
場
に
影
響
さ
れ
て
の
年
代
に
よ
る
増
減
は
見
ら
れ
る
が
、
大
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表１　會田家紅花の上方出荷量・代金・利益

年 数　量 代　金
（出荷代金又は売付代金） 利　益 典　拠　史　料

享保１２年未 一部８駄 銀１８貫２００匁目 ー 小西八郎右衛門「紅花売付状」

享保２０年卯 都合１７駄 売付１５駄１９袋＝４３３両 □３両程 小西「指引扣」追筆

享保２１年辰 都合２６駄 ー 古金８０両 「巳五月廿日迄仕切」

元文２年巳 都合２８駄片馬 着値段６１５両、売付８２０両 古金２０５両 「巳年紅花登り高」

元文３年午 惣高３２駄ちり花３丸 代金１６２０両、売付１９４０両 文金３２０両 「午指引改」

元文４年未 都合３６駄 代金３３駄分＝２０４５両３分 ー 「未七月為登紅花扣」

元文５年申 都合３５駄 代金文金１２１９両 損金２４３両 「申紅花為登手板之扣」

寛保元年酉
惣高３８駄 代金１１１４両２分

１３０両
「酉之六月為登紅花手板扣」

惣高１１駄 ー 「酉八月十七日船町へ出」

寛保２年戌 都合２６駄２丸 代金８５５両、惣売金１０８３両 ２２８両
「戌ノ紅花為登手板之扣」
「�右残り売仕切、亥五月参り

候日野屋ゟ指引扣」

寛保３年亥 惣高１６駄片馬 代金９８１両、売付１０２０両 ３９両 「亥紅花覚」

延享元年子 惣高３７駄５０袋
ちり花３８袋 代金１６２２両２分 １６０両 「子紅花為登」

延享２年丑 一部１７駄５９袋 売付１２９８両３分３５匁１分 ７両１分 「丑ノ紅花売付日野指引覚」

延享３年寅 惣高３３駄片馬 売付１６６６両１貫６６０匁余 ２５４両１分 「寅紅花売付□覚」

延享４年卯 惣高２８駄３丸 買元高２０３４両、売付２４４１両
３分４４匁７分、他引３７両 ３７０両 「卯紅花売付」

寛延元年辰 惣高２８駄片馬 売付２２１７両１分９９匁４分７厘 ー 「辰紅花売仕切覚」

寛延２年巳 惣高４２駄 売付２０４４両４７匁４分 ー 「巳紅花売仕切日野屋指引写」

宝暦２年申 惣高４４駄１丸１７袋 売付２０４８両３分２８匁１分２厘 ー 「申ノ紅花売仕切　西川久左
衛門殿ゟ指引書写」

宝暦９年卯 惣高４９駄９２袋 代金３２１６両、売代金２９６３
両１分６５匁８分４厘

「損」
２７３両１分 宝暦９年「卯紅花根帳」

宝暦１１年巳 一部４７駄２丸 仕切４枚分手取現金１４９９両 ー 宝暦１１年「仕切」・「覚」

宝暦１３年未 惣高３３駄片馬２０袋 仙印６駄上り２５０両、売
付２６５両１分８匁 ー 宝暦１３年「未紅花印附根牒」

明和元年申 惣高４３駄 売付１８１３両３分 ー 明和元年申「紅花印附根牒」

明和２年酉 一部３３駄１袋 仕切１０枚分手取現金１２３７両 ー 明和２年「仕切」

（註）①�典拠：特に断らない史料は全て３８号Ⅰ－１－０１－１。３７号商取引の部享保１２年Ⅱ
－１・宝暦９年Ⅰ－１５・同１１年Ⅰ－３０～３３・同１３年Ⅱ－７・明和元年Ⅰ－４０・同
２年Ⅰ－５１～６１。

　　　②紅花の数量単位は１駄＝４丸（箇）＝６４袋、片馬＝２丸。
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方
の
傾
向
と
し
て
は
、
享
保
末
期
は
一
〇
駄
か
ら
二
〇
駄
台
で
、

元
文
期
か
ら
延
享
期
は
三
〇
駄
台
、
寛
延
期
か
ら
宝
暦
・
明
和
期

に
は
四
〇
駄
台
ま
で
出
荷
数
量
を
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
の
数
量
は
、

村
山
郡
の
近
世
中
期
の
荷
主
と
し
て
は
比
較
的
大
量
の
紅
花
を
継

続
的
に
出
荷
し
て
い
る
と
言
え
る（

（1
（

。

　

表
１
か
ら
は
、
京
都
紅
花
問
屋
に
よ
る
買
付
独
占
体
制
下
に
お

い
て
會
田
家
は
順
調
に
出
荷
量
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
拡
大

で
き
た
の
か
の
検
討
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
以
下
、
検
討
の
視
点

を
二
つ
あ
げ
る
。
最
初
に
會
田
家
の
上
記
の
よ
う
な
紅
花
出
荷
の

動
き
の
背
景
と
な
る
同
家
の
経
営
構
造
の
特
質
を
店
卸
史
料
か
ら

窺
っ
て
み
る
。
そ
の
際
、
ど
の
よ
う
な
業
態
が
経
営
の
柱
と
な
っ

て
い
る
か
を
と
ら
え
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
紅
花
が
経
営
の

展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
他
の
業
態
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
留
意
し
て
検
討
す
る
。
次
に
紅

花
集
荷
組
織
、
そ
し
て
京
都
問
屋
へ
の
売
付
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
構

築
し
て
い
た
の
か
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。
京
都
問
屋
へ
の
売
付

シ
ス
テ
ム
に
関
わ
っ
て
は
、
結
論
を
先
に
述
べ
て
さ
ら
に
詳
細
な

論
点
を
提
示
し
た
い
。
後
期
の
研
究
で
は
長
谷
川
家
や
堀
米
家
の

売
付
支
配
人
の
京
都
派
遣
に
よ
る
売
付
値
（
荷
主
に
よ
る
指
値
な

ど
）
や
売
付
適
時
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
が（

（1
（

、

享
保
・
明
和
期
の
會
田
家
で
は
複
数
の
上
方
商
人
の
仲
介
に
よ
る

売
付
・
決
済
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は
近
江

大
津
八
幡
に
本
店
を
お
く
西
川
久
左
衛
門
で
、
京
都
出
店
西
川
源

助（
介
）と
産
地
山
形
城
下
十
日
町
出
店
西
川
屋
が
そ
の
実
務
の
大
部
分

を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
時
期
に
よ
っ
て
は
西
川
一
族
と
共
に
紅
花

売
付
・
決
済
に
京
都
商
人
の
日
野
屋
が
そ
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
担
っ
た
機
能
を
決
算
文
書
で
あ
る
指
引
記

録
を
中
心
に
検
討
し
、
會
田
家
の
売
付
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
特
質

を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　

ま
た
紅
花
の
集
荷
・
出
荷
構
造
に
つ
い
て
は
農
村
商
人
の
成
長

と
い
う
観
点
か
ら
仲
買
人
の
動
き
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
近
年

の
研
究
で
は「
荷
為
替
」と
い
う
損
失
の
仲
買
人
的
弱
小
荷
主
へ
の

転
嫁
と
い
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
享
保
期
か
ら
明
和
期
に

か
け
て
の
會
田
家
の
出
荷
記
録
を
検
討
す
る
と
、
會
田
家
単
独
で

の
集
荷
と
と
も
に
仲
間
商
人
と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
共
同
出
荷
の

動
き
も
多
く
み
ら
れ
る
。會
田
家
単
独
の
集
荷
・
出
荷
は
勿
論
、仲

間
商
人
と
の
集
荷
・
出
荷
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も

検
討
し
て
み
る
。
共
同
出
荷
の
荷
主
た
ち
も「
仲
間
」と
し
て
い
ず

れ
に
せ
よ
會
田
家
の
上
方
市
場
で
の
売
付
ル
ー
ト
・
決
済
ル
ー
ト

に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　 「
店
卸
覚
」
か
ら
見
た
経
営
構
造

　

會
田
家
の
経
営
構
造
と
そ
の
特
質
を
、
同
家
の
享
保
期
か
ら
明

和
期
に
か
け
て
の
「
店
卸
覚
」
を
中
心
に
検
討
す
る
。
検
討
の
視

点
は
経
営
を
構
成
す
る
業
態
は
何
か
、
業
態
間
の
関
連
と
そ
の
年

代
的
変
化
そ
し
て
経
営
の
総
体
規
模
の
推
移
が
ど
う
推
移
し
た
か

で
あ
る
。

（
一
）「
店
卸
覚
」
の
性
格
と
経
営
構
成
の
業
態

１　

會
田
家
「
店
卸
覚
」
の
性
格

　

店
卸
は
毎
年
正
月
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
代
表
例
を
示
す
。

【
史
料
１
】
宝
暦
九
年
正
月
改
（
同
八
年
分
「
店
卸
覚
」）

�

（
註
─
各
項
目
下
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
筆
者
に
よ
る
）

卯
正
月
改

一
、
五
百
四
拾
六
両　
　

田
地�

（
Ｇ
）

一
、
百
両　
　
　
　
　
　

宝
憧
寺�

（
Ｅ
）

一
、
百
両　
　
　
　
　
　

金
貸
帳�

（
Ｅ
）

一
、
四
拾
六
両　
　
　
　

横
帳
・
当
座
か
し�

（
Ｆ
）

一
、
百
五
拾
両　
　
　
　

番
蝋
・
晒
共
ニ�

（
Ｂ
）

一
、
拾
三
両　
　
　
　
　

籾�

（
Ｋ
）

一
、
百
拾
両　
　
　
　
　

米
四
百
九
拾
七
表�

（
Ｋ
）

一
、
百
弐
拾
五
両　
　
　

酒
造
三
百
四
拾
表�

（
Ｈ
）

一
、
百
八
拾
七
両　
　
　

岡
・
横
町
其
外
小
貸�

（
Ｄ
）

一
、
千
弐
百
八
拾
両　
　

貸
方
・
質
共�

（
Ｅ
）

一
、
弐
千
五
百
両　
　
　

紅
花
売
口

　
　
　
　
　

内
千
六
百
四
拾
両
下
り
金
引

　
　
　
　

残
而
八
百
六
拾
両�

（
Ａ
）

一
、
四
百
七
拾
五
両　
　

冬
為
登
紅
花
八
駄�

（
Ａ
）

一
、
七
拾
弐
両　
　
　
　

右
利
入
置�

（
Ａ
）

一
、
弐
拾
両　
　
　
　
　

繰
綿
之
利�

（
Ｃ
）

一
、
三
拾
六
両　
　
　
　

有
金�

（
Ｊ
）

一
、
三
拾
両　
　
　
　
　

有
銭�

（
Ｊ
）

　
　
　

〆
四
千
百
五
拾
両　
　
　
　
　
　

　

外
ニ
千
弐
百
両
御
手
形
有
（
才
覚
金
手
形
）�

（
Ｌ
） 

�

三
つ　

二
つ
庄
九
郎
、
壱
つ
文
治

　
　
　

宝
暦
九
年
卯
正
月
改

　

會
田
家
の
店
卸
は
、
前
年
末
に
所
持
す
る
貸
金
・
現
金
な
ど
の

金
融
資
産
お
よ
び
取
引
商
品
・
現
品
な
ど
の
現
物
資
産
を
金
に
換

算
し
て
勘
定
し
、
品
名
や
在
所
を
添
え
て
ま
と
め
た
。
総
資
産
額

は
「
〆
」・「
惣
〆
」
で
示
し
て
い
る
。
な
お
追
書
で
「
〆
」
か
ら

引
く
事
項
を
記
載
し
、「
正
味
〆
」
を
算
出
し
て
い
る
年
も
あ
る
。

本
稿
は
「
〆
」・「
惣
〆
」
を
構
成
し
て
い
る
店
卸
項
目
を
検
討
対

象
と
す
る
。
但
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
紅
花
」
の
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店
卸
金
額
で
あ
る
。
そ
の
金
額
は
、
十
二
月
末
ま
で
に
京
都
紅
花

問
屋
に
売
り
付
け
た
紅
花
総
代
金
ま
た
は
會
田
家
が
紅
花
仕
入
元

金
か
ら
既
に
上
方
か
ら
の
「
下
り
金
」
や
「
為
替
金
」
と
し
て
受

け
取
っ
た
金
額
を
差
し
引
い
た
「
残
金
」
で
あ
る
。
ま
た
「
紅
花
」

だ
け
は
記
載
店
卸
金
額
（
残
金
）
算
出
の
基
礎
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
基
礎
情
報
の
紅
花
仕
入
元
金
・
売
付
代
金
に
店
卸
惣
〆

額
を
添
付
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

　

な
ぜ
紅
花
だ
け
算
出
基
礎
情
報
を
記
載
し
た
の
か
。
表
２
の
基

礎
「
金
額
」
を
後
掲
の
表
３
の
店
卸
「
惣
〆
」
金
額
に
お
い
て
ど

の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
見
て
み
る
と
ど
の
年
代
で
見
て

も
圧
倒
的
に
多
額
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
換
言
す
る
な
ら

會
田
家
の
経
営
全
体
を
左
右
す
る
最
大
条
件
で
、
最
大
の
資
本
投

資
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
記
載
様
式
と
言
え
る
。
そ
れ
故
に
、

記
載
の
紅
花
の
店
卸
金
額
だ
け
で
紅
花
経
営
の
意
義
を
と
ら
え
ら

れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
紅
花
売
付
代
金
の
上
方
か
ら
の
下
し
金
・

為
替
金
が
経
営
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
の

か
、
さ
ら
に
は
上
方
仕
入
れ
商
品
に
も
着
目
し
て
分
析
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

２　

経
営
を
構
成
す
る
業
態

　

店
卸
覚
の
項
目
を
経
営
形
態
分
析
の

視
点
か
ら
分
類
す
る
と
、
や
や
異
質
な

領
主
へ
の
才
覚
金
も
含
め
れ
ば
大
き
く

十
三
（
Ａ
～
Ｌ
）
の
業
態
に
分
類
で
き

る
。
そ
の
中
で
も
紅
花
取
引
と
蝋
・
青

苧
・
煙
草
そ
の
他
特
産
物
取
引
に
つ
い

て
は
さ
ら
に
幾
つ
か
に
分
類
で
き
る
。

こ
こ
で
は
分
類
に
沿
っ
て
代
表
的
な
店

卸
文
言
を
抽
出
し
各
業
態
の
概
要
把
握

を
試
み
る
。
な
お
店
卸
覚
の
項
目
の
記

載
順
序
は
年
毎
に
異
な
る
。
文
言
理
解

表２　會田家店卸覚で見た紅花仕入元金・売付代金
年　代 記載文言 金　額 店卸惣〆額

元文２巳年 上方売付紅花 文金９９０両 １３３４両２分

寛延元辰年 紅花登セ ２０２７両 ２８１６両

寛延２巳年 紅花為登有　 ２０１３両 ２６２７両

寛延３午年 紅花代 １５３３両 ２８２８両１分

宝暦元未年 紅花為登 １５８７両 ２７７４両

宝暦２申年 元紅花代 １５００両 ３０６３両

宝暦３酉年 紅花代　 ７５８両 ２８７０両

宝暦４戌年 紅花元 １０５０両 ３２００両

宝暦５亥年 紅花 ２６５３両１分 ３５６０両１分

宝暦６子年 紅花 １６６９両 ３５０６両

宝暦８寅年 紅花売口 ２５００両 ４１５０両

宝暦９卯年 紅花為登 ３０００両 ４０５０両

宝暦１０辰年 紅花惣買金 １７９５両 ３０２９両２分

宝暦１１巳年 紅花代金 １３４２両 ２０１３両

宝暦１２午年 午紅花仕入　 ９９０両 ２１２５両

宝暦１３未年 未ノ紅花仕入 ７８０両 ２０６９両

明和元申年 申ノ紅花仕入金 １３８５両 ２１３８両２分

明和２酉年 酉紅花仕入元 １０１０両 ２０４０両３分

明和３戌年 戌紅花仕入元 １０６５両 １９９８両２分

明和４亥年 亥紅花仕入元金 ８８８両３分 １９１０両

（註）典拠：３８号Ⅰ－１－０１－１。
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の
た
め
補
足
的
に
「
指
引
」
関
係
史
料
も
参
考
に
す
る
。
分
類
し

た
業
態
名
と
抽
出
し
た
史
料
例
を
示
す
。

Ａ
、
紅
花
取
引

㋐
買
付
・
仕
入
紅
花
代
金

◦
宝
暦
七
年
「
一
、
四
百
八
拾
両　

丑
（
宝
暦
七
年
）
仙
四
駄
買
」

◦�

宝
暦
一
〇
年
「
一
、
金
千
七
百
九
拾
五
両　

紅
花
惣
買
金　

ち

り
花
共
ニ　

内
八
百
九
拾
五
両
為
替
・
下
り
金
共
ニ
引　

残
而

九
百
五
両
」（
註
） 

店
卸
対
象
勘
定
額
は
九
百
五
両
。　

◦�

明
和
元
年
「「
一
、
金
千
三
百
八
拾
五
両　

申
（
明
和
元
年
）

ノ
紅
花
仕
入
金
、
内
六
百
五
拾
両
下
り
金
引　

残
而
七
百
三
拾

五
両
」

㋑
京
都
為
登
紅
花
・
京
都
売
残
り
紅
花
代
金

◦�

享
保
二
〇
年
「
一
、
四
拾
七
両
弐
分　

同
所
（
京
都
）
ニ
残
紅

花
弐
駄
拾
九
袋
有
」

◦�

寛
延
元
年
「
一
、
弐
千
廿
七
両　

紅
花
登
セ　

内
九
百
廿
両
為

替
請
取　

残
而
千
百
七
両　

外
ニ
百
八
十
両
利
有
」

◦�

寛
延
二
年
「
一
、
弐
千
十
三
両　

紅
花
為
登
有　

外
ニ
叶
印
壱

駄　

五
拾
両
、　

内
七
百
二
十
三
両　

旧
冬
為
替
取
、
八
十
両

　

西
川
屋
か
り
有
、
三
百
両　

損
金
出
筈　

残
而
九
百
六
拾
両
」

◦�

宝
暦
二
年
「
一
、
千
五
百
両 

元
紅
花
代
・
利 

弐
百
両
程　
　

内
七
百
拾
三
両　

為
替
請
取
、
拾
四
両　

西
川
屋
か
り
有

　

残
而　

九
百
五
十
六
両
」（
マ
マ
）

◦
宝
暦
八
年
「
一
、
四
百
七
拾
五
両　

冬
為
登
紅
花
八
駄
」

㋒
売
付
紅
花
代
金

◦�

享
保
二
〇
年
「
一
、
四
百
三
拾
四
両
壱
分　

京
都
小
西
卯
極
月

切
紅
花
売
付　

内
五
拾
両
九
月
晦
日
西
川
屋
為
替
請
取
、
百
両

極
月
切
近
江
屋
久
兵
衛
為
替
請
取　

残
而
弐
百
八
拾
四
両
壱
分

　

京
都
ニ
有
」

◦�

宝
暦
八
年
「
一
、
弐
千
五
百
両　

紅
花
売
口　

内
千
六
百
四
拾

両
下
り
金
引　

残
而
八
百
六
拾
両
」

㋓
紅
花
売
付
の
「
利
」

◦�

宝
暦
八
年
「
一
、
七
拾
弐
両　

右
利
入
置
」
前
掲
【
史
料
１
】

㋔
會
田
家
現
有
紅
花
代
金

◦�

元
文
元
年
「
一
、
古
金
百
六
拾
両　

内
ニ
残
り
紅
花
八
駄
」

㋕
紅
花
入
れ
紙
袋
そ
の
他
代
金

◦��

享
保
二
〇
年「「
一
、
六
両　

西
川
屋
ニ
有　

花
袋
紙
百
八
拾
帖
」

こ
の
大
項
目
Ａ
に
は
紅
花
に
直
接
関
わ
る
店
卸
項
目
の
み
収
録
し

た
。
小
項
目
㋐
・
㋑
・
㋒
・
㋓
に
関
し
て
は
先
に
触
れ
た
。
㋓
「
利
」

の
よ
う
に
店
卸
項
目
を
立
て
る
は
稀
で
、
利
の
記
載
は
通
常
㋑
の

寛
延
元
年
・
同
二
年
・
宝
暦
二
年
の
文
言
様
式
で
あ
る
。
㋑
「
利
」

や
「
損
」（
寛
延
二
年
）
勘
定
も
記
す
こ
と
に
よ
り
、
店
卸
と
は

言
え
紅
花
経
営
の
最
終
結
果
を
押
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た

近
江
大
津
八
幡
商
人
西
川
久
左
衛
門
の
本
店
と
出
店
（
京
都
・
山

形
十
日
町
）
が
経
営
に
関
わ
っ
て
い
る
。
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Ｂ
、
蝋
・
青
苧
・
煙
草
そ
の
他
特
産
物
取
引

㋐
取
引
代
金

◦�

享
保
二
〇
年
「
一
、
同
（
金
）
六
拾
両　

酒
田
廻
青
苧
代
」

◦�

宝
暦
元
年
「
一
、
弐
百
九
拾
両　

蝋
仕
入
」

◦�

宝
暦
元
年
「
一
、
百
五
拾
両　

青
苧
調
代
」

㋑
仲
間
商
人
へ
の
預
け
品
・
預
け
金
・
貸
金
（
品
名
記
載
）

◦�

寛
延
三
年
「
一
、
弐
百
九
拾
三
両　

中（
仲
）間
青
苧
代
」

◦�

寛
延
元
年
「
一
、
七
拾
八
両　

横
町
ニ
晒
蝋
ニ
有
」

◦�

宝
暦
元
年
「
一
、
百
五
拾
両　

横
町
蝋
仕
入
」

㋒
仲
買
へ
の
渡
金
・
買
金
・
貸
金
（
品
名
記
載
）

◦�

享
保
二
〇
年
「
一
、
同
（
金
）
拾
五
両　

長
谷
堂
ニ
蝋
買
金
・

貸
金
共
ニ
」

㋓
抱
特
産
物
・
同
元
金

◦�

元
文
元
年
「
一
、
同
（
古
金
）
弐
百
拾
両　

内
ニ
而
蝋
〆
方
」

◦�

宝
暦
二
年
「
一
、
弐
百
四
拾
両　

申
青
苧
元
金
」

大
項
目
Ｂ
に
は
紅
花
以
外
の
村
山
郡
特
産
物
に
直
接
関
わ
る
店
卸

項
目
の
み
収
録
し
た
。
取
扱
品
は
「
蝋
」
が
多
く
、
次
に
青
苧
で
、

そ
の
他
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
項
目
的
に
は
㋐
會
田
家
が
自
分
荷
と

し
て
集
荷
・
出
荷
し
た
特
産
物
関
係
、
㋑
仲
間
商
人
と
共
に
集
荷
・

出
荷
し
た
特
産
物
関
係
の
取
引
関
係
、
そ
し
て
㋒
會
田
家
の
特
産

物
集
荷
を
担
っ
て
い
る
仲
買
へ
の
買
金
渡
し
と
貸
金
に
関
す
る
内

容
、
㋓
會
田
家
が
集
荷
し
た
が
ま
だ
出
荷
し
て
い
な
い
在
庫
特
産

物
で
あ
る
。
㋑
の
「
横
町
」
と
は
會
田
家
と
商
取
引
で
多
方
面
に

わ
た
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
山
形
城
下
横
町
の
商
人
井
筒
屋
で
あ

る
。
ま
た
「
中
間
」
は
「
仲
間
」
で
、
集
荷
資
金
の
貸
借
や
特
産

物
出
荷
を
共
同
で
行
う
會
田
家
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
商
人
集
団

で
、
井
筒
屋
、
山
形
藩
領
岡
村
庄
屋
で
豪
農
の
柏
倉
九
左
衛
門
、

西
川
久
左
衛
門
の
山
形
出
店
そ
の
他
の
商
人
た
ち
で
あ
る
。

Ｃ
、
上
方
商
品
の
買
付
・
売
付
・
抱
品

◦�

元
文
元
年
「
一
、
同
（
古
金
）
九
両
弐
分　

く
り
綿
弐
本
西
川

ニ
有
」

◦�

宝
暦
三
年
「
一
、
三
拾
両　

繰
綿
之
利　

西
川
ニ
有
」

◦�

宝
暦
四
年
「
一
、
百
両　

繰
綿
代
有
」

店
卸
史
料
で
確
認
で
き
る
上
方
で
の
仕
入
商
品
は
繰
綿
が
代
表
的

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
買
い
入
れ
は
近
江
商
人
西
川
一
族
を
通
し
て

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

Ｄ�

、
取
引
商
人
（
上
方
・
仲
間
・
仲
買
）
へ
の
金
貸
・
預
け
金
（
品

名
無
記
載
）　

◦�

享
保
二
〇
年
「
一
、
同
（
金
）
拾
両　

横
町
八
兵
衛
方
ニ
か
し

金
」

◦�
元
文
元
年
「
一
、
同
（
古
金
）
八
両
弐
分　

川
崎
市
郎
兵
衛
ニ

か
し
」

◦�

寛
延
二
年
「
一
、
五
拾
両　

近
江
屋
為
替
か
し
有
」

◦�

寛
延
二
年
「
一
、
弐
拾
五
両　

西
川
屋
当
座
か
し
有
」
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◦�
宝
暦
九
年
「
一
、
百
七
拾
両　

岡
・
横
町
か
し
」

◦�
明
和
五
年
「
一
、
拾
五
両　

南
館
村
長
三
郎
か
し
」

上
方
商
人
へ
の
貸
付
は
近
江
屋
の
よ
う
な
紅
花
売
付
代
金
の
為
替

金
の
一
時
的
な
も
の
が
多
い
。
仲
間
へ
の
貸
金
は
項
目
Ｂ
で
見
た

事
例
と
関
連
す
る
特
産
物
集
荷
資
金
の
融
通
と
推
定
さ
れ
る
。
元

文
元
年
、
仙
台
藩
領
仙
南
地
域
川
崎
の
市
郎
兵
衛
に
貸
し
付
け
た

事
例
は
仲
買
の
紅
花
集
荷
に
関
わ
っ
て
も
の
で
あ
ろ
う
。
川
崎
で

の
紅
花
集
荷
に
当
た
っ
て
會
田
家
が
大
き
な
損
失
を
負
担
し
た
と

い
う
事
例
も
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
仲
買
の
性
格
を
こ
こ
で
一

概
に
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

Ｅ
、
町
方
・
在
方
・
寺
院
へ
の
金
貸

◦�

宝
暦
七
年
「
一
、
九
百
五
拾
両　

町
方
貸
金
・
在
貸
共
ニ
」

◦�

宝
暦
一
一
年
分
「
一
、
百
拾
両　

宝
憧
寺
江
金
」

會
田
家
の
金
貸
関
係
文
書
に
「
大
帳
」・「
書
出
帳
」
他
の
名
称
が

散
見
す
る
が
、
帳
簿
類
は
残
存
し
て
い
な
い
た
め
金
貸
し
に
つ
い

て
詳
し
く
は
判
明
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
項
目
Ｅ
と
Ｆ
小
口
金
貸

の
区
別
も
判
然
と
し
な
い
。
こ
こ
で
は
貸
付
文
言
に
の
み
絞
っ
て

み
た
。
元
文
期
か
ら
寛
延
期
に
か
け
て
の
店
卸
で
は「
町
方
貸
金
」

と
仲
間
商
人
へ
の
貸
付
が
混
然
と
し
て
い
る
が
、
次
第
に「
町
方
」

か
ら「
仲
間
」へ
の
貸
付
が
分
離
し
て
店
卸
記
載
が
な
さ
れ
て
い
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
町
方
」
は
仲
間
以
外
の
山
形
城
下
町
商
人

へ
の
貸
付
と
推
定
さ
れ
る
。
在
方
も
村
々
の
豪
農
で
あ
ろ
う
。
宝

憧
寺
は
山
形
城
下
町
所
在
の
寺
領
を
持
つ
大
寺
院
で
あ
る
。
継
続

し
た
貸
付
が
な
さ
れ
て
お
り
、
寺
の
祠
堂
金
に
当
て
ら
れ
た
と
推

察
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
山
形
城
下
の
幾
つ
か
の
寺
院
に
継
続
し

て
貸
付
を
行
っ
て
い
る
。

Ｆ
、
小
口
金
貸　

◦�

宝
暦
元
年
「
当
座
か
し　

弐
拾
七
両
」

◦�

宝
暦
一
三
年
「
書
出
帳　

五
拾
五
両
」

Ｇ
、
田
地
質
地
金

◦�

「
田
地
質
地
金
」、「
田
地
質
地
」、「
田
地
貸
金
」、「
田
地
金
」、「
田

地
方
」

享
保
・
元
文
期
に
は
「
田
地
質
地
金
」、「
田
地
質
地
」
と
記
載
さ

れ
て
い
た
が
、
次
第
に
「
質
地
」
と
い
う
文
言
が
消
え
て
「
田
地
」

と
い
う
文
言
に
変
化
し
て
い
っ
て
い
る
。
請
返
し
な
ど
に
よ
る
移

動
が
な
さ
れ
て
い
た
時
期
か
ら
、
請
返
し
が
減
少
し
て
い
く
時
期

に
相
応
し
た
店
卸
へ
の
変
化
で
あ
ろ
う
。
規
模
的
に
は
若
干
の
増

加
傾
向
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

Ｈ
、
酒
造

◦�

宝
暦
三
年
「
一
、
五
百
六
拾
四
貫　

酒
造
四
百
七
拾
俵
」

酒
造
業
は
享
保
期
か
ら
江
戸
後
期
ま
で
の
家
業
と
な
っ
て
お
り
、

規
模
的
に
は
特
別
な
傾
向
は
見
せ
て
い
な
い
。

Ｉ
、
他
村
貸
し
米

◦�

宝
暦
元
年
「
一
、
八
表　

釈
迦
堂
米
か
し
」
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居
村
以
外
の
村
々
へ
の
貸
付
米
で
臨
時
的
で
あ
る
。

Ｊ
、
所
持
現
金

◦�

宝
暦
元
年
「
一
、
三
拾
弐
両　

有
金
」・「
一
、
百
五
貫　

有
銭
」

毎
年
の
現
金
所
持
金
で
、
増
減
が
あ
る
。
銭
が
比
較
的
多
い
の

は
貸
付
や
特
産
物
仕
入
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

Ｋ
、
所
持
米
・
籾

◦�

宝
暦
元
年
「
一
、
七
拾
三
両　

有
米
」・「
一
、
拾
両　

籾
」

毎
年
記
載
さ
れ
て
お
り
、
所
持
地
か
ら
の
収
穫
米
・
籾
で
あ
ろ
う
。

Ｋ
、
領
主
へ
才
覚
金
・
貸
上
げ

◦�

寛
延
元
年
「
一
、
百
七
拾
両　

御
上
江
才
覚
金
上
ル
」

「
御
上
」
と
は
會
田
家
所
在
の
下
宝
沢
村
の
領
主
棚
倉
藩
出
羽
国

柏
倉
陣
屋
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
會
田
家
は
享
保
期
か
ら
才
覚

金
を
出
し
て
お
り
、
宝
暦
六
年
ま
で
は
店
卸
に
計
上
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
無
返
済
状
態
で
宝
暦
七
年
か
ら
は
店
卸
対

象
か
ら
外
し
、
そ
の
他
記
載
に
変
更
し
て
い
る
。

（
二
）
経
営
構
造
の
変
化

　

本
節
で
は
年
次
ご
と
の
店
卸
の
惣
〆
額
の
推
移
に
画
期
が
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、
画
期
毎
の
業
態
（
店
卸
大
分
類
項
目
Ａ
～
Ｌ
）

間
の
構
成
割
合
変
化
の
状
況
を
見
て
い
く
。
変
化
の
状
況
か
ら
お

の
ず
と
経
営
構
造
の
特
質
の
変
化
も
明
ら
か
に
な
る
。
表
３
は
享

保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
の
「
身
上
請
取
覚
」
と
享
保
・
元
文
期

お
よ
び
寛
延
期
か
ら
明
和
期
ま
で
の
「
店
卸
覚
」
を
前
節
で
の
分

類
に
よ
り
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

◇
第
一
期　
享
保
末
期
か
ら
元
文
期
の
経
営
構
造
転
換

　

享
保
一
一
年
の
文
治
郎
六
郎
兵
衛
の
「
身
上
請
取
預
」（
〆
六

三
九
両
）
は
享
保
前
期
の
會
田
家
の
経
営
を
表
し
て
い
る
。
前
期

の
経
営
の
中
心
は
第
一
に
紅
花
取
引
（
〆
の
三
二
％
）、
次
に
同

じ
く
特
産
物
の
蝋
等
取
引
（
〆
の
二
四
％
）、そ
し
て
「
田
地
敷
金
、

金
貸
共
」（
二
五
％
）
で
あ
る
。
享
保
前
期
の
経
営
は
、
特
産
物

の
出
荷
（
五
六
％
）
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
が
質
地

貸
も
主
た
る
経
営
の
一
部
で
あ
っ
た
。
金
融
は
質
地
貸
が
基
本
で

あ
っ
た
。

　

享
保
一
二
年
か
ら
同
一
九
年
ま
で
の
店
卸
明
細
史
料
は
不
明
で

あ
る
が
、
惣
〆
額
は
六
〇
〇
両
台
か
ら
九
〇
〇
両
台
ま
で
順
調
に

伸
び
て
い
る
。
享
保
二
〇
年
に
は
店
卸
惣
〆
額
が
一
一
三
七
両
と

伸
び
、
そ
の
中
で
特
産
物
出
荷
関
係
（
表
３
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
）
は

六
八
％
と
経
営
の
大
方
を
占
め
て
く
る
。
田
地
質
地
金
は
金
額
自

体
が
減
少
傾
向
に
入
り
、
経
営
に
占
め
る
割
合
も
下
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
と
は
反
対
に
金
貸
が
店
卸
文
言
上
に
「
金
貸
」・「
専
称
寺
へ

取
替
金
」
と
記
載
さ
れ
、
約
一
〇
％
弱
と
は
い
え
増
加
し
て
き
た
。

質
地
以
外
の
金
貸
し
と
し
て
新
た
な
経
営
の
方
向
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。
元
文
二
年
に
は
、
記
載
と
し
て
独
立
し
た
「
金
貸
」
の
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割
合
が
「
田
地
敷
金
」
を
上
回
り
、
こ
の
相
対
的

関
係
は
こ
の
後
益
々
強
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
特

産
物
出
荷
で
得
た
利
益
を
田
地
で
は
な
く
、
金
貸

し
に
よ
る
増
殖
に
向
け
る
と
い
う
経
営
方
針
の
転

換
が
起
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

◇�

第
二
期　
寛
延
期
か
ら
宝
暦
期
中
頃
の「
金
貸
」

拡
大

　

元
文
五
年
か
ら
延
享
四
年
ま
で
は
、
店
卸
に
関

す
る
史
料
は
残
存
し
て
い
な
い
。

　

惣
〆
額
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
は
一
三

〇
〇
両
台
、
そ
の
一
〇
年
後
の
寛
延
元
年
（
一
七

四
八
）
に
は
二
八
〇
〇
両
台
と
店
卸
資
産
を
二
倍

以
上
に
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
拡
大
の
要
因
は

上
方
為
登
紅
花
代
金
が
二
〇
〇
〇
両
台
、
店
卸
で

見
れ
ば
紅
花
取
引
一
〇
〇
〇
両
台
、
特
産
物
の
蝋

と
取
引
商
人
貸
を
合
わ
せ
れ
ば
約
一
五
〇
〇
両
台

と
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
町
方
へ
の
貸

金
が
三
〇
〇
両
、
〆
に
対
し
て
は
一
二
％
と
絶
対

額
の
増
加
と
割
合
も
堅
調
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
あ

る
。
第
１
期
で
見
せ
た
経
営
構
造
の
転
換
が
定
着

し
、
よ
り
拡
大
し
た
と
評
価
で
き
る
。

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
七
年
ま
で
の
惣

表３－１　會田家年次別店卸一覧

項　目 享保１１年
割合％

享保２０年
割合％ 元文元年

両 割合％
元文２年

割合％両 両 両
Ａ 紅花取引 ２０６．１６ ３２．３ ３６７．７５ ３２．３ ６１０．０９ ５６．１５ ４１８．０７ ３１．３２
Ｂ 蝋青苧等取引 １５１．９１ ２３．８ ２５９．２５ ２２．８ １７５．７４ １６．１８ ２８５．６６ ２１．４１
Ｃ 抱上方商品 ０ ０ ０ ０ １７．２ １．５８ ４ ０．３
Ｄ 取引商人貸 ０ ０ １５４．５ １３．５９ １８．２ １．６８ ２３４．２７ １７．５５
Ｅ 町方等金貸 ０ ０ １０３ ９．０６ ５７ ５．２５ １２６ ９．４４
Ｆ 小口金貸 ２６．５ ４．２ ０ ０ ４ ０．３７ ５ ０．３７
Ｇ 田地質地金 １５６．８４ ２４．５ １２１ １０．６４ １１５ １０．５９ １００ ７．５
Ｈ 酒造 ６０．５３ ９．５ ９０ ７．９２ ６２．４６ ５．７５ ８４ ６．３
Ｉ 他村貸米 ０ ０ ２２．５ １．９８ １７ １．５６ ２０ １．５
Ｊ 所持金 ２３．１６ ３．６ ５ ０．４４ ０ ０ ３７．５ ２．８１
Ｋ 所持米 ９．９５ １．５ １４ １．２３ ９．７１ ０．８９ ２０ １．５
Ｌ 領主才覚金 － ０ － ０ － ０ － ０
他 坊原店 ３．９５ ０．６ － ０ － ０ － ０

（計算実数） ６３９ １００ １１３７ １００ １０８６．４ １００ １３３４．５ １００
（惣〆との差） ０ ０ ０ ０ ０．６ ０ ０ ０

惣〆 ６３９ １１３７ １０８７ １３３４．５

註：①典拠：享保11年「大福帳」第38号１‒01‒１、宝暦13年「要覚帳」同１‒01‒３。
　　②�銭の金への換算は、同年の店卸の換算率を採用。分朱は両の十進法に換算。％は小

数点以下は四捨五入したので概数。惣〆は史料の数値をそのまま記載。無記載は－
で示した。

　　③元文元年は享保金で、同２年は古金で表示している。
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表
３
-
２
　
會
田
家
年
次
別
店
卸
一
覧

項
　

目
寛

延
元

年
両

割
合

％
寛

延
２

年
両

割
合

％
寛

延
３

年
両

割
合

％
宝

暦
元

年
両

割
合

％
宝

暦
２

年
両

割
合

％
宝

暦
３

年
両

割
合

％
宝

暦
４

年
両

割
合

％

Ａ
紅

花
取

引
１１０７

４２
９６０

３７
１０１３

３６
９９９．７５

３６
９５６

３１
１０５８

３７
１２５２

３９．１

Ｂ
蠟

青
苧

等
取

引
２１０

８
３９０

１５
５４３．２５

１９
４５０

１６
６４２．５

２１
５１２

１９
３００

９．３

Ｃ
抱

上
方

商
品

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

３０
０

１００
３．１

Ｄ
取

引
商

人
貸

３７０
１４

１７５
７

６８
２．４

１５０
５

１７０
６

１００
３

０
０

Ｅ
町

方
等

金
貸

３１８
１２

２９４
１１

２６３．６８
９

３３７．７３
１２

３４１．５
１１

５４０．４４
１９

８０７．５
２５．２

Ｆ
小

口
金

貸
１７．５

１
２７

１
２３

０．８
２７

１
４４．３５

１
４７

２
４９

１．５

Ｇ
田

地
質

地
金

１７０
６

２８５
１１

３３５
１２

３３５
１２

３４４
１１

３５１
１２

３６４
１１．３

Ｈ
酒

造
１８７．５

７
２１０

８
１２７

４．４
１２５．８４

５
１２７．８９

４
１２４．３１

４
１４１．５

４．４

Ｉ
他

村
貸

米
２０

１
２０

１
２０

０．７
４４

２
３７

１
５

０．１
３

０．０１

Ｊ
所

持
金

３７
１

３６
１

１９５．６５
６．９

５１．８
２

８３．３４
３

４０．２７
１

１０５
３．３

Ｋ
所

持
米

３０
１

６０
２

７０
２．４

８３
３

１１７
４

６２
２

７８
２．４

L
領

主
才

覚
金

１７０
６

１７０
６

１７０
６

１７０
６

２００
７

除
－

除

（
計

算
実

数
）

２６３７
９９

２６２７
１００

２８２８．５８
９９．６

２７７４．１２
１００

３０６３．５８
１００

２８７０．０２
９９

３２００
９９．６

（
惣

〆
と

の
差

）
１７９両

０
０．３５両

０．１２両
０．５８両

０．０２両
０

惣
〆

２８１６
２６２７

２８２８．２５
２７７４

３０６３
２８７０

３２００

備
　

考
紅

花
利

（（0両
の

脱
落

か
。

惣
〆

の
史

料
表

示
は

（（00両・（（（貫
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表
３
-
３
　
會
田
家
年
次
別
店
卸
一
覧

項
　

目
宝

暦
５

年
両

割
合

％
宝

暦
６

年
両

割
合

％
宝

暦
７

年
両

割
合

％
宝

暦
８

年
両

割
合

％
宝

暦
９

年
両

割
合

％
宝

暦
（0年

両
割

合
％

宝
暦

（（年
両

割
合

％

Ａ
紅

花
取

引
１６０３．２５

４５
１０８９

３２
１５４１．２

４０
１４０７

３４
１８５５

４６
９０５

３０
１１４２

５７

Ｂ
蠟

青
苧

等
取

引
２２９．５

６
３４４

１０
３８４

１０
１５０

４
２６３

７
５５７．７５

１８
１８

０．９

Ｃ
抱

上
方

商
品

０
０

０
０

０
０

２０
０．５

０
０

０
０

０
０

Ｄ
取

引
商

人
貸

０
０

０
０

０
０

１８７
５

１７０
４

５６．５
２

０
０

Ｅ
町

方
等

金
貸

７４２
２１

９００
２６

１０８９
２８

１４８０
３６

９２２
２３

３８３
１３

２８８
１４

Ｆ
小

口
金

貸
２２．５

１
１５

０．４
２０

０．５
４６

１
７６

２
１３．２５

０．４
３９

１．９

Ｇ
田

地
質

地
金

４５４
１３

４５４
１３

５０４
１３

５４６
１３

５４６
１４

５４６
１８

２７１
１３

Ｈ
酒

造
８

０．２
７９

２
９４

２
１２５

３
９０

２
１００

３
１２０

６

Ｉ
他

村
貸

米
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
７

０．３

Ｊ
所

持
金

３０
０．８

２０
０．６

１２４
３

６６
１．５

３５
０．８

４３３
１４

９８
４．９

Ｋ
所

持
米

１７１
５

１６３
５

１４３．２
４

１２３
３

６６
２

３５
１

３０
１．４

L
領

主
才

覚
金

３００
８

３７０
１１

－
－

－
－

－
－

－

（
計

算
実

数
）

３５６０．２５
１００

３４３４
１００

３９００
１００．５

４１５０
１０１

４０２３
１０１

３０２９．５
９９．４

２０１３
９９．４

（
惣

〆
と

の
差

）
７２両

０
０

２７両
０

０

惣
〆

３５６０．２５
３５０６

３９００
４１５０

４０５０
３０２９．５

２０１３

本
分

家
合

算
〆

額
－

－
－

－
－

－
３０１９．５

備
　

考
差

の
7（両

は
一

つ
が

脱
落

か
。

外
（（（0両

御
上

ニ
借

上
隠

居
６

月
死

亡
合

計
店

卸
額

を
本

分
家

で
２

対
１

で
分

割

－59－



表
３
-
４
　
會
田
家
年
次
別
店
卸
一
覧

項
　

目
宝

暦
（（年

両
割

合
％

宝
暦

（（年
両

割
合

％
明

和
元

年
両

割
合

％
明

和
２

年
両

割
合

％
明

和
３

年
両

割
合

％
明

和
４

年
両

割
合

％
明

和
５

年
両

割
合

％

Ａ
紅

花
取

引
８９０

４２
５５０

２７
７３５

３４
４７０

２３
８６５

４３
８８８．７５

５０
３８２

２２

Ｂ
蠟

青
苧

等
取

引
０

０
３１１

１５
１０４

４．９
１０

０．５
４．５

０．２
０

０
３９．７５

２．３

Ｃ
抱

上
方

商
品

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｄ
取

引
商

人
貸

１５
０．７

５
０．２

５
０．２

０
０

０
０

５
０．３

１５
０．９

Ｅ
町

方
等

金
貸

５８８
２７．７

６００
２９

７７５
３６

９６２
４７

５５６．５
２８

３８０．５
２１

７５１．５
４４

Ｆ
小

口
金

貸
３３

１．６
５５

２．７
６０

２．８
６３

３
５６

３
７

０．４
９

０．５

Ｇ
田

地
質

地
金

２６４
１２．４

２６４
１３

２６４
１２

２４４
１２

２５４
１３

２５４
１４

２２６．５
１３

Ｈ
酒

造
１００

４．７
１３６

６．６
１１２

５．２
１９８

９．７
１４６

７．３
１９０

１１
１７９

１０

Ｉ
他

村
貸

米
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
５

０．３

Ｊ
所

持
金

１６５
７．８

１１８
５．７

４３．５
２

６３．７５
３

７０．２５
３．５

３３
２

７８．２５
４．５

Ｋ
所

持
米

７０
３．３

３０
１．４

４０
１．９

３０
１．５

４６．２５
２．３

３１．７５
１．８

３９
２．２

L
領

主
才

覚
金

－
－

－
－

－
－

－

（
計

算
実

数
）

２１２５
１００

２０６９
１００．６

２１３８．５
９９

２０４０．７５
９９．７

１９９８．５
１００

１７９０
１０１

１７２５
９９．７

（
惣

〆
と

の
差

）
０

０
０

０
０

１２０両

惣
〆

２１２５
２０６９

２１３８．５
２０４０．７５

１９９８．５
１９１０

１７２５

本
分

家
合

算
〆

額
３１８７．５

３１０３．５
３２０７．７５

３０６１．１２
２９９７．７５

２８６５
２５８７．５

備
　

考
要

覚
帳

要
覚

帳
要

覚
帳

要
覚

帳
要

覚
帳

要
覚

帳
要

覚
帳

－60－



〆
は
三
〇
六
〇
両
か
ら
三
九
〇
〇
両
ま
で
増
加
し
て
い
く
。
紅
花

取
引
は
一
〇
〇
〇
両
弱
か
ら
一
五
〇
〇
両
、
一
六
〇
〇
両
ま
で
増

加
し
て
い
く
。
紅
花
・
蝋
・
青
苧
な
ど
特
産
物
関
係
は
〆
に
対
し

て
平
均
し
て
五
〇
％
前
後
に
な
り
、
ま
た
関
連
す
る
取
引
商
人
貸

は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
傾
向
の
中
で
町
方
向
け
の
貸

金
が
三
四
一
両
か
ら
一
〇
八
九
両
ま
で
、
惣
〆
に
対
す
る
割
合
に

し
て
一
一
％
か
ら
二
八
％
ま
で
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
但
し
、

取
引
商
人
貸
と
町
方
向
け
貸
付
の
増
減
の
理
由
は
店
卸
勘
定
の
方

式
の
変
化
に
伴
う
と
思
わ
れ
る
。
宝
暦
二
年
・
三
年
は
取
引
先
商

人
の
名
前
を
記
し
た
貸
付
と
そ
う
で
な
い
貸
し
付
け
を
分
け
て
い

た
、
具
体
的
に
は
取
引
商
人
貸
「
横
町
（
仲
間
商
人
井
筒
屋
）
渡

し
」
な
ど
と
単
な
る
「
貸
金
」
お
よ
び
「
当
座 
横
帳
」
と
区
別

し
て
い
た
。
宝
暦
四
年
か
ら
は
具
体
的
な
商
人
名
を
冠
し
た
貸
付

記
載
が
無
く
な
り
、「
金
貸
」・「
町
方
か
し
、
十
日
町
・
岡
・
横

町
共
ニ
」・「
横
帳
貸
」
と
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
内
の

「
町
方
か
し
、
十
日
町
・
岡
・
横
町
共
ニ
」
の
項
目
記
載
は
新
し

い
。
十
日
町
は
近
江
商
人
西
川
久
左
衛
門
の
出
店
山
形
店
、
岡
は

岡
村
（
現
中
山
町
）
の
豪
農
庄
屋
柏
倉
九
左
衛
門
、
横
町
は
仲
間

商
人
山
形
城
下
横
町
井
筒
屋
の
い
ず
れ
も
略
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
山
形
町
の
商
人
た
ち
に
対
す
る
貸
し
付
け
区
分
の
中
に
、
紅

花
や
青
苧
・
蝋
な
ど
そ
の
他
産
物
取
引
商
人
に
対
す
る
貸
し
付
け

も
含
め
て
記
載
し
た
こ
と
、
そ
し
て
山
形
町
の
商
人
た
ち
へ
の
多

額
の
貸
し
付
け
も
展
開
し
始
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
区
分
は
宝
暦
八
年
か
ら
は
変
更
さ
れ
、
再
び
取
引
商

人
へ
の
貸
し
付
け
と
町
方
商
人
へ
の
一
般
貸
し
付
け
を
区
別
し
記

載
す
る
よ
う
に
な
る
。
宝
暦
五
年
の
大
凶
作
や
近
郷
村
民
に
よ
る

町
方
と
小
白
川
村
へ
の
打
ち
毀
し
の
影
響
は
、
惣
〆
に
は
見
ら
れ

な
い
。

◇
第
三
期　
経
営
最
盛
期
の
宝
暦
期

　

宝
暦
八
年
、
同
九
年
に
は
惣
〆
が
四
〇
〇
〇
両
台
に
ま
で
伸
び

て
い
く
。
會
田
家
の
店
卸
と
し
て
は
最
高
の
惣
〆
高
で
あ
っ
た
。

宝
暦
八
年
は
紅
花
関
係
一
四
〇
七
両
、
蝋
関
係
一
五
〇
両
、
岡
村

の
柏
倉
九
左
衛
門
・
山
形
城
下
町
横
町
井
筒
屋
な
ど
取
引
商
人
貸

一
八
七
両
、
町
方
等
貸
金
一
四
八
〇
両
で
、
割
合
は
合
計
す
れ
ば

全
体
の
七
五
％
を
占
め
る
。
特
に
「
宝
憧
寺
」・「
金
貸
帳
」・「
貸

方
・
質
共
ニ
」
で
記
載
さ
れ
て
い
る
寺
院
・
町
方
商
人
へ
の
貸
金

が
紅
花
関
係
を
上
回
り
〆
の
三
六
％
と
店
卸
資
産
で
最
も
多
い
の

が
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
小
口
金
貸
に
分
類
し
た
「
横
帳
当
座

か
し
」
は
四
六
両
で
あ
る
。
こ
う
し
た
貸
金
の
資
金
が
上
方
へ
の

紅
花
な
ど
の
出
荷
品
の
売
代
金
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
推
定
さ

れ
る
。
こ
こ
に
も
會
田
家
経
営
の
特
質
が
窺
え
る
。
な
お
、
元
文

期
よ
り
は
拡
大
し
た
「
田
地
方
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
質
地
経
営

は
五
〇
〇
両
台
で
〆
の
一
三
％
前
後
で
大
き
な
動
き
は
見
せ
て
い

な
い
。
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宝
暦
九
年
は
紅
花
関
係
一
八
五
五
両
、
蝋
関
係
二
六
三
両
、
岡

村
の
九
左
衛
門
と
横
町
井
筒
屋
の
二
人
だ
け
の
取
引
商
人
貸
一
七

〇
両
、
前
年
と
同
様
の
町
方
等
貸
金
九
二
二
両
で
、
惣
〆
に
お
け

る
割
合
は
上
記
四
項
目
を
合
計
す
れ
ば
全
体
の
八
〇
％
を
占
め
た
。

　

宝
暦
八
年
・
九
年
は
紅
花
・
蝋
の
特
産
物
の
上
方
出
荷
と
出
荷

の
一
端
を
担
う
取
引
商
人
仲
間
へ
の
貸
金
に
よ
る
結
び
つ
き
、
そ

し
て
特
産
物
出
荷
利
益
の
町
方
商
人
へ
の
貸
付
の
サ
イ
ク
ル
が
順

調
に
回
転
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
會
田
家
経
営
が
最
盛
期
を
迎

え
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
研
究
史
で
報
告
さ
れ
て
い
る
中
期
の
稲

村
家
・
二
藤
部
家
に
お
け
る
特
産
物
上
方
出
荷
と
上
方
商
品
の
買

入
・
販
売
の
サ
イ
ク
ル
、
い
わ
ゆ
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
に
よ
り

利
益
を
上
げ
る
と
い
う
形
態
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
宝
暦
一
〇
年
は
、
惣
〆
が
三
〇
〇
〇
両
台
と
下
が
っ
た
が
、

そ
の
最
大
の
要
因
は
紅
花
出
荷
が
前
年
ま
で
と
異
な
り
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
青
苧
・
蝋
関
係
が
逆
に
二

倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
紅
花
の
減
少
を
あ
ら
か
じ
め
見
込
み
、

他
の
特
産
物
で
補
お
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
当
然

町
方
へ
の
貸
金
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

◇
第
四
期　
宝
暦
末
期
・
明
和
初
期
、
拡
大
経
営
の
維
持

　

先
代
当
主
が
宝
暦
一
〇
年
六
月
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
宝
暦

一
一
年
分
の
店
卸
か
ら
は
、
店
卸
覚
の
作
成
方
式
が
変
わ
る
。
そ

の
た
め
宝
暦
一
一
年
分
か
ら
の
表
３
の
記
載
数
値
は
そ
れ
ま
で
の

数
値
と
異
な
り
本
家
分
の
店
卸
覚
（「
要
覚
帳
」）
の
数
値
を
記
し

て
い
る
。
但
し
、
會
田
家
の
経
営
は
本
分
家
一
体
方
式
と
い
う
こ

と
は
従
来
通
り
継
続
し
て
お
り
、
店
卸
資
産
の
配
分
の
み
を
本
家

二
、
分
家
一
の
割
合
に
し
た
の
で
、
會
田
家
の
経
営
と
し
て
は
従

来
の
「
惣
〆
」
と
同
一
に
な
る
よ
う
表
３
の
各
年
の
下
覧
に
本
分

家
合
計
の
店
卸
資
産
額
を
記
載
し
た
。
本
稿
は
合
計
金
額
を
惣
資

産
額
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

宝
暦
一
一
年
か
ら
明
和
二
年
ま
で
の
惣
〆
は
、
宝
暦
八
、
九
年

に
は
及
ば
な
い
が
約
三
〇
二
〇
両
か
ら
約
三
二
〇
〇
両
の
間
で
動

き
、
経
営
規
模
は
最
盛
期
よ
り
は
や
や
減
少
し
た
も
の
の
拡
大
し

た
経
営
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
内
容
的
に
は
特
産
物
関
係
と

金
貸
関
係
の
惣
〆
に
お
け
る
割
合
に
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

宝
暦
一
一
年
は
、
紅
花
（
一
一
四
二
両
）
が
ほ
と
ん
ど
で
蝋
と
合

わ
せ
て
特
産
物
が
約
六
〇
％
近
く
で
あ
っ
た
が
、
一
二
年
に
は
紅

花
（
八
九
〇
両
）
を
主
と
し
な
が
ら
も
四
〇
％
台
に
減
少
し
、
さ

ら
に
明
和
期
に
入
る
と
三
〇
％
台
、
二
〇
％
台
と
さ
ら
に
減
少
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
山
形
町
方
の
商
人
・
宝
憧
寺
に
対
す
る
貸
し

付
け
は
宝
暦
一
二
年
に
は
前
年
の
倍
の
五
八
八
両
、
約
二
八
％
ま

で
占
め
た
。
そ
の
後
も
町
方
・
宝
憧
寺
貸
付
は
増
加
し
、
明
和
二

年
に
は
特
産
物
取
引
を
し
の
ぐ
九
六
二
両
、
四
七
％
に
ま
で
達
し

た
。
経
営
の
中
で
金
貸
し
関
係
が
特
産
物
取
引
関
係
を
凌
駕
し
た

の
で
あ
る
。
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◇
第
五
期　
経
営
規
模
が
縮
小
傾
向
に
入
っ
た
明
和
期

　

明
和
三
年
か
ら
同
五
年
ま
で
の
惣
〆
は
二
九
九
七
両
台
、
二
八

六
五
両
台
、
二
五
八
七
両
と
減
少
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
紅
花
取

引
は
再
び
八
六
五
両
・
四
三
％
、
八
八
八
両
・
五
〇
％
と
復
活
す

る
が
、
五
年
に
は
特
産
物
の
煙
草
と
合
わ
せ
て
も
全
体
の
二
四
％

に
し
か
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
特
産
物
の
減
少
傾
向
に
対
し

て
町
方
商
人
・
宝
憧
寺
へ
の
貸
し
付
け
は
二
〇
％
台
か
ら
四
四
％

に
ま
で
伸
び
た
。
す
な
わ
ち
、
紅
花
等
特
産
物
取
引
と
山
形
町
商

人
へ
の
貸
し
付
け
を
合
わ
せ
る
と
惣
〆
に
占
め
る
割
合
は
七
〇
％

の
前
後
で
動
い
て
い
る
こ
と
は
、
會
田
家
の
特
産
物
取
引
と
山
形

町
商
人
へ
の
金
貸
付
が
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
い
う
経
営
特
質
を

表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
経
営
が
特
産
物
出
荷
に
大
き
く

依
存
す
る
構
造
か
ら
貸
金
経
営
に
も
大
き
く
軸
足
を
置
く
構
造
に

転
換
し
た
経
営
の
特
質
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

〔
小
括
〕
店
卸
覚
か
ら
見
た
會
田
家
の
経
営
は
、
検
討
対
象
年
代

の
享
保
期
か
ら
明
和
期
ま
で
大
き
く
は
紅
花
取
引
、
蝋
・
青
苧
そ

の
他
特
産
物
取
引
、
取
引
関
係
商
人
へ
の
金
融
、
山
形
城
下
町
商

人
・
在
方
豪
農
・
山
形
城
下
町
寺
院
へ
の
金
融
、
質
地
経
営
、
酒

造
業
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
経
営
構
造
の
特
質
の
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
紅
花
の
上
方
出
荷
と
蝋
・
青
苧
な
ど
の
特
産
物
の

出
荷
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
そ
の
売
付
代
金
の
一
部
を
特
産
物
集

荷
関
係
の
商
人
と
山
形
城
下
町
商
人
に
貸
し
付
け
る
構
造
で
あ
っ

た
。
そ
の
構
造
に
付
随
し
て
質
地
経
営
・
酒
造
業
が
営
ま
れ
て
い

た
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
店
卸
覚
で
見
る
限
り
で
は
「
抱
上
方
商

品
」に
分
類
し
た
項
目
に
は
、
繰
綿
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
け
で
件
数
・

数
量
・
金
額
的
に
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
業
態
に

は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
但
し
、
上
方
商
品
に
関
し
て
は
次
章
で

詳
し
く
検
討
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
傾
向
と
し
て
の
み
指
摘
し
て

お
く
。
在
方
の
稲
村
家
、
最
上
川
水
運
の
大
石
田
河
岸
二
藤
部
家

の
経
営
動
向
と
は
異
な
る
上
郷
山
形
城
下
町
と
そ
の
隣
接
地
域
に

お
け
る
紅
花
荷
主
家
の
経
営
動
向
の
特
質
と
言
え
る
。

　

さ
て
會
田
家
経
営
の
業
態
間
の
店
卸
惣
〆
額
に
占
め
る
比
重
関

係
に
着
目
す
る
と
、
店
卸
惣
〆
額
の
推
移
は
六
〇
〇
両
代
か
ら
四

〇
〇
〇
両
台
ま
で
の
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
平
均
的
に

ど
の
業
態
も
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
紅
花
取
引
は
ど
の

時
期
に
も
経
営
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
金
融
関
係
の
業
態
で
質
地

貸
が
経
営
の
柱
と
な
っ
て
い
た
の
は
享
保
一
〇
年
代
ま
で
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
紅
花
出
荷
量
が
増
大
傾
向
に
あ
る
中
で
次
第
に
利

子
取
得
を
目
的
と
す
る
、
ま
た
商
人
仲
間
の
特
産
物
集
荷
資
金
へ

の
貸
し
付
け
と
い
う
金
融
が
経
営
上
の
比
重
で
大
き
く
な
り
、
経

営
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
業
態
と
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。

紅
花
取
引
と
金
融
業
が
表
裏
一
体
と
な
っ
た
経
営
構
造
に
変
質
し

て
い
っ
た
と
言
え
る
。
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こ
れ
ま
で
の
研
究
史
と
比
較
す
れ
ば
、
特
徴
的
な
こ
と
を
次
の

様
に
指
摘
で
き
る
。
第
一
点
は
紅
花
な
ど
特
産
物
の
上
方
出
荷
に

よ
っ
て
得
た
代
金
・
利
益
の
大
部
分
を
上
方
商
品
に
換
金
す
る
こ

と
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
で
は
な
く
、
山
形
城
下

町
商
人
・
城
下
の
有
力
金
融
寺
院
宝
憧
寺
な
ど
へ
の
貸
金
に
よ
っ

て
増
殖
を
図
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
稲
村
家
・
二

藤
部
家
は
山
形
城
下
町
の
仲
買
人
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
中
期
の
會
田
家
は
山
形
町
と
そ
の
周
辺
地
域
さ

ら
に
仙
台
藩
の
南
部
地
域
の
仲
買
人
を
も
掌
握
し
て
い
た
。
第
三

点
は
、
會
田
家
の
場
合
は
山
形
城
下
町
近
郊
の
、
多
額
の
紅
花
売

付
資
金
を
所
持
す
る
荷
主
と
し
て
、
多
く
の
商
人
と
も
多
様
な
関

わ
り
合
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
山
形
城
下
横
町
井
筒
屋

や
近
江
八
幡
の
商
人
西
川
久
左
衛
門
の
山
形
出
店
十
日
町
店
は
、

特
産
物
の
集
荷
・
出
荷
に
あ
た
っ
て
會
田
家
か
ら
資
金
の
貸
付
金

や
預
金
を
受
け
、
ま
た
會
田
家
と
の
共
同
出
荷
や
独
自
出
荷
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
城
下
町
の
商
人
た
ち
へ
の
金

融
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
益
を
あ
げ
る
と
い
う
側
面
の
み
な

ら
ず
山
形
城
下
町
商
人
の
資
金
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
今
田
信
一
『
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
井
場
書
店
、
一
九
七
二
年
。

沢
田
章
『
近
世
紅
花
問
屋
の
研
究
』
大
学
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
。

（
２
）
伊
豆
田
忠
悦
「
東
北
後
進
地
帯
に
お
け
る
在
方
荷
主
の
形
態
と

商
品
生
産
─
羽
州
大
蕨
村
稲
村
家
を
中
心
に
─
」（『
社
会
経
済

史
学
』
二
二
号
、
一
九
五
六
年
初
出
。
後
に
同
著
『
羽
前
地
方

史
の
研
究
』
一
九
七
九
年
に
再
収
）。
鈴
木
高
弘
「
大
石
田
河
岸

二
藤
部
家
の
経
営
─
在
方
荷
主
的
側
面
の
考
察
─
」（『
山
形
近

代
史
研
究
』
第
一
号
、
一
九
六
七
年
）。

（
３
）
横
山
昭
男
「
近
世
後
期
に
お
け
る
紅
花
流
通
と
城
下
町
商
人
の

存
在
形
態
」（『
歴
史
の
研
究
』
一
四
号
、
一
九
七
二
年
）。
前
森

礼
介
「
幕
末
期
に
お
け
る
城
下
町
商
人
の
一
考
察
─
山
形
佐
藤

利
右
衛
門
家
に
み
る
店
経
営
─
『
山
形
史
学
研
究
』
第
一
〇
号
、

一
九
七
四
年
。

（
４
）
岩
田
浩
太
郎
①
「
堀
米
四
郎
兵
衛
家
に
お
け
る
紅
花
出
荷
の
動

向
─
『
萬
指
引
帳
』
の
基
礎
的
考
察
─
」（『
西
村
山
の
歴
史
と

文
化
Ⅲ
』、
一
九
九
六
年
）。
同
②
「
豪
農
経
営
と
地
域
編
成
（
一

～
三
～
四
完
）
─
全
国
市
場
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
─
」（『
山

形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
三
二
巻
二
号
二
〇
〇
二
年
、
三
三

巻
一
号
二
〇
〇
二
年
、
三
三
巻
二
号
二
〇
〇
三
年
、
三
四
巻
一

号
二
〇
〇
三
年
）。
同
③
「
山
形
城
下
町
商
人
長
谷
川
吉
郎
治
家

に
お
け
る
紅
花
取
引
の
実
態
─
嘉
永
～
安
政
期
を
中
心
に
─
」

（『
山
形
大
学
大
学
院
社
会
文
化
シ
ス
テ
ム
科
研
究
紀
要
』創
刊
号
、

二
〇
〇
五
年
）。
同
④
「
山
形
長
谷
川
家
の
商
業
活
動
─
「
奥
羽
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の
商
都
」
の
巨
大
商
人
」（『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学

論
集
』
第
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
５
）
岩
田
浩
太
郎
「
商
品
流
通
と
着
値
─
遠
隔
地
間
取
引
に
お
け
る

荷
主
の
価
格
計
算
・
損
益
管
理
─
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
第
一
〇
三
集
、
二
〇
〇
三
年
）

（
６
） 

前
掲
註
（
１
）
に
同
じ
。

（
７
） 

伊
豆
田
忠
悦
「
山
形
紅
花
市
場
の
衰
退
過
程
」（『
最
上
川
流
域
の

自
然
と
人
文
』
一
九
七
一
年
、
後
に
『
羽
前
地
方
史
の
研
究
』

に
所
収
）。
前
掲
註
（
１
）・（
２
）
に
同
じ
。

（
８
）
山
形
大
学
附
属
博
物
館
『
古
文
書
史
料
目
録
』
第
三
五
号
～
三

八
号
森
谷
圓
人
解
説
。

（
９
）
前
掲
註
（
８
）
目
録
第
三
七
号
「
會
田
家
近
世
商
取
引
文
書
」、

第
三
八
号
「
會
田
家
文
書
」。
当
初
公
開
史
料
翻
刻
『
山
形
市
史

資
料
』
第
七
六
号
所
収
「
最
上
紅
花
商
取
引
関
係
史
料
─
下
宝

沢
會
田
家
文
書
」
一
九
九
〇
年
。

（
10
）
前
掲
註
（
１
）・（
２
）
に
同
じ
。

（
11
）
前
掲
註
（
４
）
岩
田
浩
太
郎
④
論
文
二
二
二
頁
。

（
12
）
前
掲
註
（
４
）
岩
田
浩
太
郎
②
論
文
五
九
～
六
二
頁
。

　

未
完
（
次
号
「
二　

紅
花
上
方
取
引
の
構
造
」
に
続
く
）

（
付
記
）
會
田
家
文
書
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
山
形
大
学
附
属
博
物
館

の
佐
藤
琴
准
教
授
・
押
野
美
雪
学
芸
員
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様

に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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